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カンボジア北東部 

ダム開発から村を守る  

村人たちの挑戦とメコン・ウォッチの活動 

メコン・ウォッチ会員総会 

カンボジア活動報告会 

 2014年6月14日 

 髙橋 布美子 

カンボジア北東部 

• メコン河最大の支流域 

 魚類のホットスポット 

▫ セコン川 

▫ セサン川 

▫ スレポック川 

 

• 人口の約70%が 

  先住少数民族 

ラタナキリ町の写真 

ラタナキリ州都バンルン  

スレポック川沿い スレポック・トム村 

セサン下流2ダム（LS2） 

●プルック 

●スレコー 

●クバールロミア 

●スラエスロノック 

●クサッタマイ 

●タラート 

●クロバイチュルン 

• ストゥントレン州 セサン川とメコン河の合流地点の約25 キロ上流 

 事業主：セサン下流２電力会社 

   中国企業とカンボジア企業の合弁会社90%・ベトナム企業10% 

 



2014/6/18 

2 

• 大規模な住民移転 

▫ 約1,100世帯、約5,000人の移転 

 

• 不十分な住民対話と情報共有 

▫ 住民コンサルテーションは実施されず 

▫ 政府や企業との会合は一方的 

セサン下流2ダム（LS2）の問題点 住民たちの声 

「私たちは毎日の生活の中で少しずつお金をためて、一生をかけて
家を建ててきた。政府はこの家を自分で壊して移転しろという。補
償をくれるというけどお金の問題ではない。もし、自分たちが同じ
ことを言われたどう感じるのか」 

 

 

 

 

 

 
   

    

    ラオ族 70代    

     

 

 

住民たちの声 
「先祖代々この村に住んできた。今更労働者として生計を立て
るのは難しい。どんなに補償金を積まれても、移転したくない。
私はこの村で死にたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ラオ族 50代 

 

 

 

 

住民たちの声 

 
「電気は必要ない。 
  川があれば十分幸せ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

ラオ族 30代 

         

 
 

 

住民たちの声 

「発展の恩恵はみんなが受けられ
るはずなのにダムは私たちを貧し
くする。人生で大変な時期が2度
あった。ポルポト時代と、川が変
わってしまった今」 

  

 ラオ族 50代 

 

 

住民たちの活動 
• 精霊へ祈りを捧げる                                 

▫                              2014年2月 スレコー村 
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住民たちの活動 
 カンボジア政府、中国政府、 

      企業等へ書簡を提出 
 

 

• 2011年5月31日   共同声明 

 

• 2013年12月11日 中国大使館 
▫ 事業中止と企業等の対話設定を要求 

• 2014年2月13日 カンボジア 

       鉱工業エネルギー省 
▫ 移転・補償政策の拒否と対話設定 

 

 

 
 

 

     

    2013年12月11日 中国大使館へ書簡提出 

   メディアのインタビューを受ける住民代表 

 

 

 

 

 

住民たちの活動 
「ダムで私たちの生活を破壊しないでください。私たちはここで、自分
の家で死にたい」 

 

 

 

 

メコン・ウォッチの活動  
①大規模開発・ダム開発の影響の理解 
▫ ダムとその影響を伝える上映会（2013年9月~11月6か村） 

 ダムを見たことが無い住民も 

 タイ・パクムンダムの経験を映像を使って紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 2013年9月 

 クバールロミア村 

ダムとその影響を伝える上映会 

「ダムの被害は受けてきたけど、ダムを見たことが無かった。 

          映像をみて様子がよくわかった」 

「自分たちもダムに反対している。 

       タイの住民デモのように、何か活動をしたい」 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

2013年9月 

  クバールロミア村 

 

▫  移転住民の経験共有 (2014年1月、2か村） 

 

 プノンペンの開発事業で移転を迫られた住民の経験、移転後の困難を共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    スレコー村 

 移転住民の経験共有 
 

「カンボジア国内で起こったこと。 
    自分たちにも同じことが起こるのではないか」 
「補償をもらうだけでは生活が難しい。 
    そもそも補償はきちんと支払われるのか不安」 
 
「十分な補償を受け取るための活動だけでは不十分なのではないか」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       2014年1月 スレコー村 
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▫ 中国商務・環境保全省 
「対外投資環境保全ガイドライン」の共有(2014年4月) 

 
ガイドラインをクメール語訳 
ガイドラインの使用方法を記した住民ガイド作成 
ガイドラインの内容、活動への活かし方について住民代表へ説明 
 
・事業地域の文化・習慣への配慮 
 
・異議申立システムや 
企業に対する強制力がない 
 
 
 
「中国企業への働きかけの 
   足がかりができた」 

 
 

  
 
       
      ラタナキリ州都バンルン 

②伝統的資源利用の再認識 
 

▫ 村周辺の自然資源マップ作成（2014年5月~ 2か村） 
 村とその周辺にある自然資源の再認識 
 自然資源の可視化 
 若者と年長者との交流、年長者から若者へ知識を伝承 
 アドボカシー活動に活用する 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2014年5月 
  クバール・ロミア村 

③情報発信 
 

▫ 住民のインタビュー映像を撮影（2012年3月~） 
 住民の声を映像化、web等を使って国内外へ発信 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 2012年8月 

 スレポックトム村 

 

ありがとうございました 

関連資料 
3S流域 
「水の声：ダムが脅かす村びとのいのちと暮らし」 
 http://www.mekongwatch.org/resource/publication.html#watervoice2 
セサン下流2ダム 
 http://www.mekongwatch.org/report/cambodia/LowerSesan2.html 
中国環境ガイドライン 
 http://www.mekongwatch.org/activity/policy/chinaenvguideline.html 


